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子
に
託
す
想
い 

　

新
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
た
く
ま
し
さ
や

し
な
や
か
さ
を
持
っ
た
人
に
育
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
例
え
ば
、
雪
や
自
然
の
中
で
遊
ぶ
こ

と
で
危
険
を
察
知
で
き
る
感
性
が
身
に
つ
く

と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ス

マ
ホ
で
動
画
を
見
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
す

る
と
い
っ
た
時
代
に
沿
っ
た
遊
び
を
止
め
る

こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の

湯
沢
町
の
自
然
の
遊
び
を
ず
っ
と
忘
れ
な
い

で
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

“まち”を繋いでいく。

　「平成」が終わり、「令和」を迎えようとしています。そんな時代

の節目にあって、湯沢町の新時代を担う子どもたちはどんな風に

育っていくのでしょうか？

　そこで今回は、子どもが誕生して間もない親御さんに、どんな子

どもに育ってほしいのか？ 生まれた子が大人になった時にどんな

湯沢町であってほしいのか？ 3 組のご家族にお話しを伺いました。

　湯沢町が掲げている「湯沢町人口ビジョン」では、2040 年の

人口を 6，650 人に維持することを目標にしています。2040 年は、

ちょうど今回取材した子どもたちが成人式を迎えるころです。そ

の時、彼らが「この町が好きだ！」と胸を張って言える湯沢町を

繋いでいくことが私たちの役目かもしれません。

　それでは、新時代に向かう希望にあふれた、平成最後の特集です。

こ
の
子
が
二
十
歳
に
な
る
こ
ろ
の

理
想
の
湯
沢
町
は
？

　

湯
沢
町
が
好
き
で
移
っ
て
き
ま
し
た
が
、

以
前
よ
り
生
活
の
質
が
上
が
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
ま
で
こ
の
素
敵
な
湯
沢
町
を
つ

く
っ
て
く
れ
た
方
々
に
ま
ず
は
感
謝
し
た
い

で
す
。
20
年
後
の
湯
沢
町
は
、
進
学
や
就
職

で
湯
沢
を
離
れ
て
も
自
分
が
育
っ
た
町
に
誇

り
を
持
て
て
、
町
民
の
方
も
「
湯
沢
な
ん
て

…
」
と
思
わ
ず
に
、
湯
沢
を
誇
り
に
思
っ
て

い
る
、
そ
ん
な
町
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
が
一
つ
の
方
向
に

向
か
っ
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
う
っ
て
、

そ
う
簡
単
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
、
私

の
よ
う
な
外
か
ら
来
た
人
と
、
も
と
も
と
住

ん
で
い
ら
し
た
人
と
の
相
互
の
協
力
や
リ
ス

ペ
ク
ト
の
輪
、
そ
う
い
っ
た
雰
囲
気
が
で
き

る
と
自
分
の
町
が
も
っ
と
良
く
な
っ
て
、
好

き
に
な
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

新
時
代
を
生
き
抜
く
、た
く
ま
し
さ
と

し
な
や
か
さ
を
持
っ
た
子
に
。

３月に湯沢町に移住。
伊藤 亘さん・綾さん

ご家族

諒くん（平成 30 年 10 月生まれ）

平
成

に生まれ
令
和

を生きる子どもたち

お誕生おめでとうございます！
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子
に
託
す
想
い

　

好
き
な
も
の
を
好
き
と
言
え
る
子
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
で
、

「
嫌
い
」
と
い
う
の
は
簡
単
に
な
り
ま
し
た

が
、
好
き
な
も
の
を
好
き
と
言
え
る
の
は
勇

気
が
い
る
。
ま
た
、
取
り
巻
く
情
報
が
非
常

に
多
い
の
で
、
自
分
の
中
で
正
誤
を
精
査
し

た
り
、
取
捨
選
択
が
で
き
る
、
ブ
レ
な
い
芯

を
持
っ
た
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

子
に
託
す
想
い

　

湯
沢
に
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
、
ス
キ
ー
を

し
た
り
、
川
遊
び
を
し
た
り
、
自
然
の
中
で

遊
ん
で
、
人
付
き
合
い
を
大
切
に
す
る
明
る

い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
人
や
地
域

と
の
繋
が
り
が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
リ
ア
ル
な
人
付
き
合
い
を
大

切
に
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。
こ
の
子

た
ち
が
決
め
る
こ
と
で
す
が
、
進
学
等
で
町

を
離
れ
て
も
い
つ
か
は
戻
っ
て
来
て
、
こ
の

町
で
子
育
て
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

こ
の
子
が
二
十
歳
に
な
る
こ
ろ
の

理
想
の
湯
沢
町
は
？

　

こ
れ
か
ら
は
湯
沢
で
も
い
ろ
ん
な
人
と
共

存
し
て
い
く
時
代
に
な
る
中
で
、
多
様
性
を

認
め
て
く
れ
る
文
化
が
根
付
く
と
い
い
な
と

思
い
ま
す
。
変
な
人
に
は
近
づ
か
な
い
で
欲

し
い
と
い
う
親
心
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
も
分
け
隔
て
な
く
人
と
接
し
、
協
力
で

き
る
人
間
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
湯
沢
町
で
し
か
出
来
な
い
こ
と
が

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
を
見
つ
け
て
磨

い
て
い
く
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
と
い
い
で

す
ね
。
湯
沢
町
に
ず
っ
と
住
ん
で
い
る
と
な

か
な
か
魅
力
に
気
付
け
な
い
も
の
な
の
で
他

の
目
線
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う

い
っ
た
方
と
協
力
し
合
え
た
り
、
ア
イ
デ
ア

を
実
現
し
や
す
い
町
の
風
土
・
雰
囲
気
が
未

来
の
湯
沢
町
に
あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
い
な
と

思
い
ま
す
！

こ
の
子
が
二
十
歳
に
な
る
こ
ろ
の

理
想
の
湯
沢
町
は
？

　

今
は
外
国
か
ら
観
光
で
お
い
で
に
な
る
方

も
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
湯
沢
学
園
の
保

小
中
一
貫
教
育
の
中
で
、
卒
業
す
る
こ
ろ
に

は
外
国
人
観
光
客
に
話
し
か
け
ら
れ
て
も

し
っ
か
り
対
応
で
き
る
く
ら
い
の
英
語
が
身

に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
な
と
思

い
ま
す
ね
。
ま
た
、
現
在
、
4
歳
の
娘
が
タ

ブ
レ
ッ
ト
教
材
で
英
語
の
歌
を
聞
い
て
、
真

似
し
て
歌
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
頃
に

比
べ
、
質
の
良
い
学
習
が
遊
ぶ
感
覚
で
で
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
社
会
の
怖
さ

は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
と

こ
ろ
は
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
学
習
環
境
が
湯
沢
で
も
ど
ん
ど
ん
普
及
し

て
い
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
ね
！

（
取
材　

企
画
政
策
課　

笛
田
）

好
き
な
も
の
を
「
好
き
」
と
言
え
る

芯
を
持
っ
た
子
に
。

こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
リ
ア
ル
な

人
付
き
合
い
を
大
切
に
す
る
子
に
。

半澤 貴之さん・真美さん
ご家族

松本 宣機さん・佳奈絵さん
ご家族

桜和さん（平成 31 年 2 月生まれ）

洸くん（平成 30 年 12 月生まれ）
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所
等
へ
避
難
す
る
の
で
は
な
く
、
屋

内
で
待
機
す
る
等
、
自
宅
や
隣
接
建

物
の
２
階
等
に
避
難
す
る
こ
と
が

適
切
な
場
合
も
あ
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
発
的
な

防
災
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
地

区
防
災
計
画
の
作
成
に
関
す
る
事

項
等
も
明
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

被
害
の
最
小
化
と
被
害
の
迅
速

な
回
復
を
図
る
「
減
災
」
の
考
え
方
、

及
び
「
自
助
、
共
助
、
公
助
」
の

考
え
方
の
も
と
、
町
・
町
民
・
事

業
者
及
び
防
災
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
て
災
害
対
策
に
取
り
組
む

必
要
性
に
つ
い
て
再
認
識
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
中
で
は
、
観
光
客

の
対
応
に
つ
い
て
も
意
見
が
出
さ

れ
、
観
光
客
へ
の
情
報
伝
達
手
段

や
避
難
誘
導
等
に
つ
い
て
、
関
係

者
で
対
応
策
を
議
論
す
る
必
要
性

を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
地
域
防
災
計
画
の
改
正

に
併
せ
、
計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
5
月
に

開
催
予
定
の
町
内
会
長
連
絡
会
議

に
お
い
て
配
布
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届

い
た
際
に
は
、
内
容
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

コ

ラ

ム

町

長

　

湯
沢
町
防
災
会
議

　

長
い
冬
も
終
わ
り
、
春
の
訪
れ

を
感
じ
ら
れ
る
気
持
ち
の
良
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
入
り
、
多
く
の
会
社

等
が
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
湯
沢
町
防
災
会
議

が
、
湯
沢
町
地
域
防
災
計
画
の
全

面
改
正
に
伴
い
、
平
成
26
年
3
月

以
来
、
5
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
各
地
で
起
き
て
い
る

災
害
を
踏
ま
え
、
災
害
対
策
基
本

法
及
び
国
の
防
災
基
本
計
画
等
の

改
正
に
伴
い
、
住
民
の
円
滑
か
つ

安
全
な
避
難
確
保
に
関
す
る
事
項

や
平
素
か
ら
の
防
災
へ
の
取
組
の

強
化
に
関
す
る
事
項
等
が
大
幅
に

見
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
風
水
害
発
生
の
状
況
下

に
お
い
て
は
、
事
態
の
切
迫
し
た

状
況
等
に
応
じ
て
、
指
定
避
難
場

3
月
　
町
長
活
動
状
況

1
日

朝
礼
／
ミ
ス
駒
子
コ
ン
テ
ス
ト
面
接
審
査

2
日

越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
表
彰
式
／
湯
沢
温

泉
雪
ま
つ
り

４
日

湯
沢
中
学
校
卒
業
式

５
日

3
月
定
例
会
（
19
日
ま
で
）

７
日

部
長
会
議

9
日

中
里
ス
ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

12
日

町
内
ス
キ
ー
場
視
察

14
日

全
中
ス
キ
ー
大
会
新
潟
県
実
行
委
員
会
解

散
総
会

15
日

六
日
町
高
校
卒
業
式

18
日

町
長
喫
茶
室
／
湯
沢
町
福
祉
関
係
合
同
研

修
会
・
町
民
研
修
会

20
日

坂
西
氏
旭
日
小
綬
章
受
章
祝
賀
会

22
日

湯
沢
小
学
校
卒
業
式

23
日

日
中
観
光
ト
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム

26
日

塩
沢
信
用
組
合
「
魚
沼
未
来
基
金
」
贈
呈

式
／
魚
沼
地
域
耕
地
協
議
会
総
会

27
日

新
潟
県
地
域
医
療
推
進
機
構 

第
1
回
臨
時

評
議
員
会
／
国
民
文
化
祭
・
全
国
障
害
者

芸
術
・
文
化
祭
新
潟
県
実
行
委
員
会 

第
4

回
総
会

28
日

平
成
30
年
度
農
業
協
同
組
合
合
併
功
労
者

感
謝
状
贈
呈
式

29
日

湯
沢
町
防
災
会
議
／
終
礼

31
日

中
里
3
区
ス
キ
ー
大
会

4月から町の職員になりました。よろしくお願いいたします !　※（　）内は配属先

湯沢町新採用職員紹介

山岸甲斐斗

（環境農林課）

中澤　和志

（上下水道課）

髙橋　浩貴

（建設課）

佐藤結香李

（認定こども園）

広沢　葵

（町民課）
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湯沢町役場　平成 31 年 4 月 1 日付異動　※（　）内は前職または前所属

 主任級 

　総務管理課主任　水落　　仁（環境農林課主任）

　税務課主任　　　南雲　　哲（企画政策課主任）

　環境農林課主任　立山　　修（建設課主任）

 一般職員 

　企画政策課　　　山崎　　開（税務課）

　税務課　　　　　笛田　明子（会計室）

　税務課　　　　　笛田　信吾（環境農林課）

　町民課　　　　　広沢　　葵（新採用）

　観光商工課　　　角谷　一徳（町民課） 

　環境農林課　　　山岸甲斐斗（新採用）

　建設課　　　　　髙橋　浩貴（新採用）

　建設課　　　　　髙橋　章一（再任用）

　上下水道課　　　中澤　和志（新採用）

　認定こども園　　佐藤結香李（新採用）

 平成 30 年３月 31 日付け退職 

　貝瀬　彩乃（総務管理課）

　髙橋　章一（上下水道課施設係長）

　角谷美代子（認定こども園）

　青木　　歩（認定こども園）

　高野　利子（教育課）

 部長級 

　税務町民部部長兼会計管理者兼会計室長

　髙橋　弘介（税務町民部部長兼会計管理者兼会計室長兼会計係長）

 課長級 

　税務町民部税務課参事兼収納係長　

　桑原　洋子（子育て支援課参事兼子育て支援係長）

 係長級 

　総務部企画政策課企画係長

　笛木　　尚（税務町民部税務課収納係長）

　税務町民部税務課住民税係長

　今井　幹雄（税務町民部税務課主任）

　健康福祉部福祉介護課福祉係長

　南雲　一也（産業観光部観光商工課観光商工係長）

　健康福祉部福祉介護課介護保険係長

　山崎久美子（税務町民部税務課住民税係長）

　産業観光部観光商工課観光商工係長

　南雲　愛子（健康福祉部福祉介護課介護保険係長）

　地域整備部上下水道課施設係長

　若井　則之（地域整備部上下水道課主任）

　会計室会計係長

　泉川　千秋（健康福祉部福祉介護課福祉係長）

　子育て教育部子育て支援課子育て支援係長

　田村美和子（総務部企画政策課企画係長）

湯沢学園教職員　平成 31 年 4 月 1 日付異動　※（　）内は前任校または新任校

 転入 

　湯沢小学校

　教頭　　　金井　　淳（長岡市 栃尾南小学校）

　教諭　　　安井　次郎（魚沼市 広神東小学校）

　教諭　　　貝沼　拓弥（燕市 燕西小学校）

　教諭　　　相場　一樹（小千谷市 小千谷小学校）

　教諭　　　本間　椋子（十日町市 川治小学校）

　教諭　　　髙橋健一朗（十日町市 田沢小学校）

　教諭　　　原　　大樹（新採用）

　湯沢中学校

　校長　　　須田　雄一（新潟県教育庁 義務教育課）

　教諭　　　田中　由美（長岡市 江陽中学校）

　教諭　　　小倉　徳子（長岡市 堤岡中学校）

　教諭　　　五十嵐ひかり（新採用）

　栄養教諭　中川　拓哉（佐渡市 相川小学校）

 転出 

　湯沢小学校

　教頭　　　渡邉　正文（南魚沼市 城内小学校）

　教諭　　　柴田　研一（長岡市 新町小学校）

　教諭　　　髙橋　圭祐（南魚沼市 城内小学校）

　教諭　　　土田　将大（長岡市 大島小学校）

　教諭　　　井上千穂美（長岡市 川崎小学校）

　湯沢中学校

　校長　　　野村　宏毅（三条市 第三中学校）

　教諭　　　髙野　昭一（十日町市 水沢中学校）

　教諭　　　近藤　尚子（小千谷市 南中学校）

　教諭　　　山﨑　祐子（長岡市 中之島中学校）

　教諭　　　富樫　佳子（南魚沼市 八海中学校）

　栄養教諭　五十嵐　遥（弥彦村 弥彦小学校）

職　員　異　動
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投票区 投票所

第 1 投票区 湯沢町公民館浅貝分館

第 2 投票区 二居集会所

第 3 投票区 旧三俣小学校

第 4 投票区 湯沢学園地域交流センター

第 5 投票区 旧土樽小学校

第 6 投票区 滝之又会館

第 7 投票区 湯沢町公民館

第 8 投票区 旧湯沢小学校

投票日の投票所

4
月
21
日
㊐
は
湯
沢
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日

投
票
で
き
る
人

　

投
票
で
き
る
人
は
、
日
本
国
民
で
住
所
要

件
と
年
齢
要
件
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
人
で
す
。

 

住
所
要
件 

　

平
成
31
年
1
月
15
日
ま
で
に
湯
沢
町
に
住

民
票
が
作
成
さ
れ
、
ま
た
は
転
入
届
を
し
、

引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人

 

年
齢
要
件 

　

平
成
13
年
4
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

指
定
さ
れ
た
投
票
所
へ

 

開
所
時
間 　

　

開
所 

午
前
7
時　

閉
鎖 

午
後
7
時

※
第
1
・
2
・
3
投
票
区
は
午
後
6
時
閉
鎖

　

投
票
は
町
内
８
か
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

投
票
所
（
期
日
前
投
票
所
含
む
）
へ
お
越

し
の
際
は
、
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
券
が
な
く
て
も
選
挙
権
が
あ
り
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で

き
ま
す
。
紛
失
の
際
な
ど
は
投
票
所
で
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

 

期
間 　

4
月
17
日
㊌
～
4
月
20
日
㊏

  

午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

 

場
所 　

湯
沢
町
役
場
３
階　

会
議
室
３

※
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
見
込
み
で
あ
る

こ
と
を
示
す
「
宣
誓
書
」
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

次
の
方
は
『
不
在
者
投
票
』
を

▽
仕
事
な
ど
で
湯
沢
町
以
外
の
市
区
町
村
で
投

票
さ
れ
る
方
（
事
前
に
、
選
挙
管
理
委
員

会
へ
「
名
簿
登
録
地
以
外
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
け
る
不
在
者
投
票
」
の
請
求
が

必
要
で
す
）

▽
不
在
者
投
票
の
で
き
る
指
定
施
設
に
入
院
・

入
所
さ
れ
て
い
る
方
で
、
そ
の
施
設
で
不

在
者
投
票
を
さ
れ
る
方
（
各
施
設
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
）

 

会
場 　

　

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

	
	

　
　
　

ア
リ
ー
ナ

　

開
票
準
備
に
伴
い
、
4
月
20
日
㊏
の

午
後
1
時
か
ら
、
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
は
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
参
観
の
場
合
の
み
入
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

参
観
に
つ
い
て 

　

選
挙
人（
今
回
の
選
挙
の
有
権
者
）

は
、
開
票
を
参
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
参
観
人
席
は
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
客
席
で
す
。
ロ
ビ
ー

で
受
付
簿
に
記
入
し
て
か
ら
席
に
着
い

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
携
帯
電
話
等
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
持
ち
の
方

は
電
源
を
切
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

 

お
こ
と
わ
り 

　

4
月
21
日
の
午
後
6
時
30
分
以
降

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
職
員
は
湯
沢

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
7
8
4
・

1
5
1
1
）
に
移
動
し
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

お手元に届かない場合は、

お 問 い 合 わ せ く だ さ い。

投
票
所
入
場
券
は

4
月
16
日
に
発
送

 

問 　

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
7
8
4 

・
2
2
1
2

開
票
は
午
後
8
時
か
ら
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講座名 内容

学
習
の
講
座

実用英会話講座
日常会話や海外旅行などですぐに役立つ英会話を ALT の先生によるネイティブな英語で学びます。
※昼の部、夜の部で分かれています　※ 4 月 16 日 無料おためし講座有

★  たのしい

　  ハングル講座
K-POP やドラマ、ファッション、グルメなど今とても魅力的な韓国の言葉を学びませんか？ 講師と受講生の皆さ
んでコミュニケーションを取りながら楽しく学ぶ、初心者向き韓国語講座です。

★  湯沢の自然と歴史に

　  ふれる講座（初級）
湯沢町の美しい自然を散策し、歴史遺産に触れる講座です。湯沢に生息している草木・樹木の観察や、先人が祀っ
た石仏を現地に行き散策しながら学びます。（マイクロバス利用）

★  湯沢の自然と歴史に

　  ふれる講座（中級）
湯沢町を取り囲む里山の自然を訪ね、美しい湯沢の特性や生態系をより深く知っていただきます。歴史では湯沢の
史跡やかかわりの深い近隣の町の文化遺産も訪ねます。（マイクロバス利用）

湯沢の古文書

入門講座

古文書のイロハを学び、解読の基礎を身につける初心者向き古文書講座。湯沢に残る古文書のひとつひとつの文字
を読み解くことで昔の出来事や人々の生活、思いを感じることができます。古文書が語る湯沢の歴史や魅力を読み
解いてみましょう。

趣
味
の
講
座

はじめての

はがき絵講座
水彩絵の具で描く素朴でやさしいはがき絵。絵が苦手な方でも大丈夫。描き方やコツを丁寧にお教えし、毎回１枚
の作品を仕上げます。お礼やご挨拶に温もりあるはがき絵を送りませんか？

西洋書道

カリグラフィー講座
アルファベットの書道ともいわれるカリグラフィー。おしゃれで美しい手描き文字を基礎から学びます。メッセー
ジカード等、華やかで心のこもったカード作りが楽しめます。

プリザーブド

フラワー講座
水やり不要で半永久的に枯れることのないプリザーブドフラワー。毎月季節に合うアレンジメントで作品を作り上
げます。生花のようにいつまでも瑞々しい魔法のお花をお部屋に飾り楽しみましょう。

陶芸講座
自分だけの器作りをしてみませんか？ 温かく味わい深い陶芸にチャレンジ！
初心者、経験者問わず募集いたします。

大人の

はじめてピアノ講座
楽譜が読めなくても大丈夫！ キーボードとピアノを使い、１回目から知っている曲が両手で弾けるようになりま
す。仲間と楽しく脳トレしながらピアノを生活に取り入れましょう。

★  脳トレ＆

　  うたごえサロン
昭和歌謡や季節の歌を皆で歌い、昔懐かしいわらべ歌や手遊び、簡単なゲームで脳を活性化します。青春の思い出
がよみがえり、あたたかい気持ちになりますよ。 ※ 4 月 17 日 無料おためし講座有

★  セルフリンパケア

　  講座
疲労・むくみ・腰痛・肩こりなど不調はありませんか？ そんなあなたに“自宅でできるセルフリンパケア”。マッサー
ジ・ストレッチなど自分で自分をほぐしましょう！ ご夫婦、ご家族での参加大歓迎です。

きもの着付け講座
もっと気軽に着物を楽しんでみませんか？ 初心者の方でも無理なく楽しく着付けが習得できます。他浴衣の着付
けや着物のマナーなど。学べば一生モノ！まずは気楽にはじめてみましょう！

平成 31 年度

湯沢町公民館講座生募集

※申込方法等で不明な点は、地域交流センターまでお問い合わせください。

※「女性のためのリンパケア講座」（全３回講座）は１回のみの受講可。各回随時募集いたします。

★魚沼地域定住自立圏構想企画講座 … 魚沼地域（湯沢町・南魚沼市・魚沼市）在住の方が受講できる講座です。

 申  ・  問 　地域交流センター　☎ 784ー 3033

◇　「実用英会話講座」、「脳トレ＆うたごえサロン」の無料おためし講座を行います。

　 ぜひ一度体験してみてください。

 実用英会話講座  ……………… 4 月 16 日㊋　午後７時 30 分～　1 時間程度

 脳トレ＆うたごえサロン  …… 4 月 17 日㊌　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

講座名 内容

和太鼓継承事業

（雪おろし太鼓）
湯沢カルチャーセンターにて行います。湯沢の伝統芸能である「雪おろし太鼓」です。町内の催し物等での発表も
行います。

コカリナキッズ講座 コカリナの基礎的な練習から始め、簡単な曲が吹けるようになることが目標です。町内の催し物での発表も行います。

小・中学生対象の講座

※申込方法等、詳しい内容については、3 月 31 日発行の広報ゆざわをご覧ください。

 申込期限 　随時受付

受講の申し込みは

４月 17 日水 まで

公
民
講
座
に
参
加
し
、
生
涯
学
習
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
⁈
　
多
く
の
方
か
ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！　

受
講
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

短
期
講
座

女性限定講座 
女性のためのリンパケア講座  

5 月 18 日㊏

女性必見！！ フェイシャルリフトアップ、ヘッドマッサージ、骨盤ケア、腸活マッサージ、脚のむくみ取り、足
裏ケア、などなど。女性に嬉しい内容が盛りだくさんな全３回講座（１回のみの受講可）。自宅で出来るセルフリ
ンパケアで自分を磨きましょう！　持ち物・服装：タオル１本、動きやすい服　

季節のハーバリウム講座
5 月 11 日㊏

新しいお花のアレンジ、おしゃれなインテリアとして人気のハーバリウム。特殊なオイルと好きなお花をボトルに
詰めて、誰でも楽しく手作りできます。世界で一つだけのオリジナルボトルを作りましょう！ 母の日のプレゼン
トにもいかがですか？　※小学生参加可（２年生以下の方は保護者の同伴をお願いします。）

申込方法等で不明な点がありましたら、湯沢町公民館までお問い合わせください。

 申  ・  問 　湯沢町公民館　☎ 784ー 2460　FAX 784ー 3737 　 kouminkan@town.yuzawa.lg.jp
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　年度の変わり目は、進学や就職、転入などで国民健康保

険の異動が増える時期です。次に該当する場合は、必ず手

続きをされるようお願いします。

　就職や退職などをした場合に、勤務先の健康保険担当者

が手続きをしてくれることはなく、自分か同一世帯の人に

よる手続きが必要です。

国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療制度 からの お知らせ

届出が必要なとき 必要なもの

社
会
保
険
等
の

切

り

替

え

・就職した（→社会保険等に加入した）

・家族を社会保険等の扶養にした

・湯沢町国保の被保険者証

・社会保険等の被保険者証

・資格取得連絡票

・退職した（→社会保険等を離脱した）

・家族を社会保険等の扶養から外した
・資格喪失連絡票

住 

所 

等 
の 
変 

更

・町外から転入してきたとき ・転出証明書

・町外へ転出するとき ・湯沢町国保の被保険者証

・就学のために転出するとき

  （※町の国保に加入します）

・湯沢町国保の被保険者証

・在学証明書または学生証の写し

・町外に住所のある学生が卒業などで

　学生でなくなったとき

・湯沢町国保の被保険者証

  （被保険者証に ㊫ と入っているもの）

＜加入の場合＞

・加入した月までさかのぼり、国保税が課税されます。

・保険証がない間、医療機関での支払は全額自己負担と

　なります。

＜脱退の場合＞

・他の健康保険料と国保税を二重で負担することになり

　ます。

・他の健康保険に加入後、国保の保険証で医療機関を受

　診しますと、国保が負担した医療費を返納していただ

　くことになります。

国保に関する届出が遅くなると…

異動が生じたら  14日以内  に届出してください

すべての手続きにおいて、

も併せてご持参ください

免許証などの

本人確認書類

印鑑

 問 　町民課　☎ 784 － 3453

＝ 国民健康保険に関する届出を忘れずに ＝
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国
民
健
康
保
険
制
度

医
療
機
関
で
支
払
う
医
療
費
の
一
部

減
免
等
制
度

　

次
に
該
当
す
る
世
帯
主
等
に
、
医
療
費
の

一
部
減
額
、
免
除
お
よ
び
徴
収
猶
予
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

①
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
災
害
に
よ
り
死
亡
し
、
障
が
い
者

と
な
り
、
ま
た
は
資
産
に
重
大
な
損
害
を

受
け
た
と
き

②
干
ば
つ
、冷
害
、凍
霜
害
等
に
よ
る
農
作
物

の
不
作
、
不
漁
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

理
由
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
と
き

③
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
・
失
業
等
に
よ

り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き

④ 

①
～
③
に
掲
げ
る
事
由
に
類
す
る
事
由
が

　

あ
る
と
町
長
が
認
め
た
と
き

 

問 　

町
民
課　

国
保
給
付
係

　
　 

☎
7
8
4 

・
3
4
5
3

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度　

	　

次
に
該
当
す
る
世
帯
主
等
に
、
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
災
害
等
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難
に
な
っ

た
者
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
者

②
失
業
、
倒
産
等
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難

と
な
っ
た
者
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
と
認

め
ら
れ
る
者

③
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
扶
助
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
者

④
少
年
院
そ
の
他
こ
れ
に
準
じ
る
施
設
に
収
容

さ
れ
た
者
、
刑
事
施
設
、
労
役
場
そ
の
他

こ
れ
に
準
じ
る
施
設
に
拘
禁
さ
れ
た
者

⑤
そ
の
他
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
者

⑥
旧
被
扶
養
者
に
該
当
す
る
者

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度

　

次
に
該
当
す
る
被
保
険
者
に
、
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

 

非
自
発
的
失
業
に
係
る
軽
減 

 

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

   

（
倒
産
、
解
雇
な
ど
）	

 

・
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

   

（
雇
止
め
な
ど
）

 

軽
減
期
間 　

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

　
（
最
大
2
年
間
）

 

軽
減
内
容 　

　

前
年
の
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
み
な
し

　

算
定	

 

問 　

税
務
課　

住
民
税
係

　
　 

☎
7
8
4 

・
3
4
5
2

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　医

療
機
関
で
支
払
う
医
療
費
の
一
部

減
免
等
制
度

　

次
に
該
当
す
る
被
保
険
者
に
、
医
療
費
の

一
部
減
額
、
免
除
お
よ
び
徴
収
猶
予
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

①
被
保
険
者
が
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
住
宅
、
家

財
そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
著
し
い
損
害

を
受
け
た
こ
と

②
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
が
死

亡
し
、
ま
た
は
心
身
に
重
大
な
障
害
を
受

け
、
長
期
間
入
院
し
た
こ
と

③
そ
の
他
①
②
に
類
す
る
事
由
が
あ
る
こ
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
制
度

　

次
に
該
当
す
る
被
保
険
者
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯

主
が
、
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
、
住
宅
、
家

財
そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
著
し
い
損
害

を
受
け
た
こ
と

②
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
が
死

亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
は
そ
の
者
が

心
身
に
重
大
な
損
害
を
受
け
、
も
し
く
は

長
期
入
院
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
者
の

収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と

③
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
の
収

入
が
、
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、
事

業
に
お
け
る
著
し
い
損
失
、
失
業
等
に
よ

り
著
し
く
減
少
し
た
こ
と

④
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
の
収

入
が
、
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
害
等
に
よ

る
農
作
物
の
不
作
、
不
漁
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
理
由
に
よ
り
著
し
く
減
少
し
た

こ
と

⑤ 

①
～
④
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
広
域
連

　

合
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と

 

問 　

町
民
課　

国
保
給
付
係

　
　 

☎
7
8
4 

・
3
4
5
3

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
減
免
等
の
制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

該
当
と
な
る
際
は
、
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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 すでに登録済みの場合 

　注射料金　3,200円　

　狂犬病注射済票申請書を郵送します。注射を受ける際に必要

となりますので、記載事項を確認し忘れずにお持ちください。

　申請書に署名・押印をし、問診票をご記入の上、料金と一緒

に会場まで持参してください。

 生後９１日以上の犬を新しく飼われた場合 

　注射料金　6,200円（登録手数料 3,000円を含む）

　 ▽印鑑と料金を会場まで持参してください。

　狂犬病予防注射（毎年 1 回）は、法律で義務付けられてい

ます。飼い主の皆さんは、忘れずにお願いします。

会場 時間

湯沢町役場裏駐車場 9：10 ～　9：50

岩原スキー場駅前 10：10～10：40

神立中央集会場（田中） 11：00～11：20

角谷 元様宅駐車場（芝原） 11：30～11：35

湯沢町公民館浅貝分館 13：30～13：50

二居集会所 14：10～14：15

街道の湯駐車場（三俣） 14：35～14：50

会場 時間

土樽集落開発センター 9：30～　9：50

松川生活改善センター 10：00～ 10：10

農山村開発総合センター（中里） 10：30～ 11：00

滝ノ又会館 11：20～ 11：40

湯沢町公民館 13：10～ 13：50

歴史民俗資料館 「雪国館」 14：00～ 14：30

○注射当日は犬を制御できる方が連れてきてください。

○生後90日以下の犬は、狂犬病の予防注射を受けること

　ができません。

○集合注射で接種できない方は６月末までに個別に獣

医師から接種を受けてください。料金については、

動物病院にお問い合わせください。

○飼い犬が死亡した場合は、犬の死亡届の提出が必要で

　す。環境農林課までお問い合わせください。

○他市町村から転入してきた場合、および他の方が

飼われていた犬を譲り受け、新たに飼う場合は、「登

録の変更手続き」が必要です。登録鑑札と注射済

票をお持ちになり、前の所有者の名前、住所を確

認したうえ、注射会場までお越しください。

○犬のフンは、飼い主の責任で始末しましょう。ま

た犬が人をかんだり、他人に危害や迷惑を及ぼす

ことのないよう、首輪を必ず装着し、放し飼いは

絶対にやめましょう。

写真撮影へのご協力

ありがとうございました

５月14日㊋ ５月15日㊌

 写真の利用について 

　迷子犬の連絡があったときに、犬の種類、毛色を聞き、発見場所

周辺に住んでいる犬と確認することで、飼い主のもとに戻る時間の

短縮に役立っています。飼い主が見つからない場合は、新潟県動物

愛護センターに保護されます。

　今年もワンちゃんの写真撮影を行

いますので、写真撮影をされてない

方はご協力をお願いいたします。

※今年度実施時間を短縮する会場があります。日程表の太字の会場で変更があります。ご注意ください。

狂犬病予防集合注射を実施します
平成 31 年度の狂犬病予防集合注射を以下のように実施します

 問 　環境農林課　環境交通係　

　　 ☎ 788 ー 0291
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　 厚 生 労 働 省 は「 団 塊 の 世 代 が 75 歳 以 上 と な る

2025 年までに、介護職員数は現在の２倍以上必要」

と推測しています。湯沢町においても介護職員数は慢

性的に不足しており、このままの状況が続くと近い将

来、十分な介護サービスの提供ができない恐れがあり

ます。ついては、介護人材確保の緊急支援策として、

町内介護サービス事業所への就職促進と介護サービス

の資質向上を図るため、つぎのとおり介護資格取得に

関する研修受講費用を補助します。湯沢町高齢者福祉

および介護保険事業に、ぜひあなたの力を貸してくだ

さい！

 補助対象研修 

・介護職員初任者研修　・介護職員実務者研修

※補助対象研修を複数受講する場合は、いずれか一つの

研修が補助対象となります。

 補助対象者 

　補助金の交付対象となる方は、以下の要件をすべて

満たす方です。

①介護職員として町内介護サービス事業所に就職を希望

している方

②当該補助金を申請する時点の居住地の市町村税を滞納

していない方

③過去にこの要綱による補助金の交付を受けていない方

 補助金額 

　介護職員初任者研修、介護職員実務者研修ともに受

講料の全額（千円未満の端数切捨て）

※ただし、他の事業で上記研修受講のための補助金の交

付を受けている場合は、その額を差し引くこととし

ます。

 申請期間 

　受講する研修の修了日まで

　（各研修ともに申し込み順で３名まで）

 申請窓口 

〒 949 ー 6101

新潟県南魚沼郡湯沢町大字湯沢 2877 番地 1　

湯沢町役場福祉介護課（総合福祉センター内）

 提出書類 

 申請時 

　・介護人材確保緊急支援事業補助金交付申請書

　・研修受講申込書の写し

　・申請時居住地の市町村税納税証明書

 報告・請求時 

　・介護人材確保緊急支援事業実績報告兼補助金請求書

　・研修受講料の領収書の写し

　・研修修了証の写し

　・町内介護サービス事業所に採用されたことが分かる

書類の写し

　・その他町長が必要と認める書類（この要綱以外の

補助金の交付を受ける場合は、その補助金交付決

定通知書の写し等）

 その他  

　・在籍報告書　※就職日から６か月経過後

 交付決定の取り消し・補助金の返還 

　・研修修了後、原則として３か月以内に町内介護サー

ビス事業所へ就職できない場合は交付決定を取り

消します。

　・町内介護サービス事業所に就職した日から６か月

以内に正当な理由なく退職した場合は補助金を返

還していただきます。

 決定および通知 

　湯沢町介護人材確保緊急支援事業補助金交付要綱に

より審査のうえ決定し通知します。

 問 　湯沢町福祉介護課  介護保険係　☎ 784 ー 4560

あなたの力を貸してください！
湯沢町介護人材確保緊急支援事業
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第２７回　花まつり ・ ゆざわ  主なイベント 

午前 10 時 30 分～ 11 時　オープニングセレモニー　

・湯沢中学校吹奏楽部演奏　・主催者挨拶　　

・ミス駒子、ミス Mt.Naeba 自己紹介

午前 11 時 30 分　ステージイベント

・町内の小学生による雪おろし太鼓の披露

・ユースポ！参加者によるダンス

・湯沢町芸能協会による歌・踊り

午後 1 時 30 分～　魚のつかみどり

午後 2 時～　ミス駒子・ミス Mt.Naeba による花鉢の

　　　　　　 プレゼント（先着 500 名様）

他にも、花苗販売、各種飲食コーナー、お茶席、「越後

湯沢全国童画展」の入賞作品の展示や、ふれあいサロ

ンで作った置物の展示、販売など、盛りだくさんです。

花まつり・ゆざわは、大切な環境と資源のためにリ

サイクルとごみ減量化を推進します。

・Myお箸、Myカップ、Myバッグを使用しましょう。

・エコ箸を使用し、ごみステーションで回収します。

・飲食コーナーでは、リサイクル容器、リユースカップ

 を使用します。

　売上金の一部を「東日本大震災」の義援金として寄付させてい
ただきます。また皆様の善意は、湯沢町社会福祉協議会を通じて
日本赤十字社にお送りすることとしています。

午前 10 時 30 分
　　～午後 3 時まで4月29日 ㊊・㊗

会　場 　湯 沢 中 央 公 園（湯沢カルチャーセンター前）

※天候によりイベント内容が変更になる場合がございます。

※雨天の場合はカルチャーセンター内で行います。

 主　催 　花まつり・ゆざわ実行委員会

 事務局 　湯沢町総合管理公社（湯沢カルチャーセンター）

　　　　　☎ 784－ 1511

病院名

4/27土 4/28日 4/29月 4/30火 5/1水 5/2木 5/3金 5/4土 5/5日 5/6月

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

湯沢町保健医療
センター

○ × × × × × ○ ○ × × ○ ○ × × × × × × × ×

ゆきぐに大和病院 ○ × × × × × ○ × ○ × ○ × × × × × × × × ×

五日町病院 ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○

齋藤記念病院 ○ × × × × × ○ × ○ × ○ × × × × × × × × ×

南魚沼市民病院 ○ × × × × × ○ ○ × × ○ ○ × × × × × × × ×

魚沼基幹病院
（急患随時対応）

× × × × × × ○
○
予約
のみ

× × ○
○
予約
のみ

× × × × × × × ×

　新天皇が即位される本年５月１日が祝日になることに伴い、祝日法の規定により本年の大型連休（ゴールデン

ウィーク）は、土曜日を含めた４月 27 日から５月６日まで 10 連休となります。長期間にわたり医療機関が診

療を行わないと、継続的な医療の提供に支障を来すことになりますので、南魚沼郡市の病院では以下のとおりこ

の期間内に診療を行うこととしています。

大型連休（ゴールデンウィーク）中の南魚沼郡市病院の診察について

※くわしくは各病院にお問い合わせください。
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油断大敵 ホームタンク・配管の

　　定期点検を実施しましょう！

◆油もれ事故防止のために◆

○その場を離れない！目を離さない！
・油もれの原因の半数以上が取扱いの不注意です。
ホームタンクからポリタンクなどに灯油を小分けする時は、
絶対にその場を離れないでください。

・給油後は、必ずバルブを閉めたか確認しましょう。
・ホームタンク用の自動停止機能付バルブが販売されて
います。灯油販売店などにお問い合わせください。

○雪対策を実施しましょう！
・大雪による落雪や積雪で配管が損傷し、灯油が流出したという被害
が近年多発しています。露出配管のご家庭では、雪対策につい
て今一度ご確認ください。

○防油堤を設置しましょう！
・200ℓ以上のホームタンクには、防油堤の設置が義務付けられて
います。

・タンクからの給油前に防油堤のバルブが閉じているか確認しま
しょう。

○定期点検を行いましょう！
・ホームタンクや暖房器具、配管に亀裂や
老朽化がないか、定期点検に努めましょう。

△油漏れ事故の主な原因△

・小分け中に屋内へ戻り、忘れてしまう

・除雪作業中に露出配管を破損　　　　

・配管の老朽化による破損　　　　　　

●油が漏れてしまったら、元栓を閉めて、流

出した油が広がらないように古布、新聞

紙などできれいに拭きとりましょう。そ

の後、湯沢消防署または湯沢町役場環境

農林課まで至急ご連絡ください。

　湯沢消防署　☎ 784 ー 3377

　環境農林課　☎ 788 ー 0291

平成 30年度、 湯沢町で

８件の油漏れ事故が

発生しました。

湯沢町で活動している

サークルをご紹介します

 活  動  日 　 ４月～ 11 月

月 2 回　月曜日　

午後 7 時 30 分～ 9 時 30 分

 活 動 場 所 　 湯沢町公民館

 活 動 種 類 　 着物着付け

 会　　 　員 　 7 名

 あ  ゆ  み 　 平成 21 年 4 月　 発足

　着物姿は素敵だけど、着物は持っているけれど、　着せてくれ

る人がいないから着られない・・・。と思っていませんか？

　かたくりっ娘は自分で着物を着られるようになる事を目的にし

ているサークルです。着付けができない方にも、上達を希望する

方にも、上手く出来ないところは先生が手本を見せてくれます。

着物や小物は持っているものを使い、長襦袢の襟付等の練習はと

ても助かりますよ。サークル活動の中で着物を着て出かける予定

もあります。

　タンスに眠っている着物の虫干しと思って、興味のある方はど

うぞ気軽においでください。

　詳しくはお問い合わせください。

代表　髙橋えり子

 問 　湯沢町公民館　☎ 784 ー 2460

サークル名「かたくりっ娘」

連載第20回
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　５月７日㊋が納期限の料金と、その口座振替日は下記のとおりです。口座振替の方は、振替
日の前日までに振替口座の残高確認をお願いいたします。

町税の納付には

口座振替がとっても便利！

　一度申し込めば、うっかり納め忘れたなんて

こともありません。手数料も掛かりませんので、

ぜひご利用ください。

　税務課収納係までご連絡いただければ、口座

振替依頼書をお届けします。また、湯沢町ホー

ムページからダウンロードすることもできます。

　

 　 問 　税務課　収納係　☎７８４－３４５２

～　主な取扱金融機関　～

第四銀行

北越銀行

新潟縣信用組合

みなみ魚沼農業協同組合

ゆうちょ銀行（郵便局）

＊町税につきましては、上記以外の金融機関でも、

　一部金融機関を除いて取扱可能ですので、詳し

　くは税務課収納係へお問い合わせください。

詳しくは“ 町税の納付方法　湯沢町 ”で検索　

ご利用の金融機関 口座振替日

・第四銀行・新潟縣信用組合

・北越銀行・ゆうちょ銀行（郵便局）

・みなみ魚沼農業協同組合
５月７日㊋

　残高が不足していると振替不能となり、振替不能となったもの

は再度の振替ができません。また、振替不能が繰り返された場合

には、振替口座登録を廃止させていただくこともございますので、

ご注意ください。

　町税・料金は、納期内に納めましょう！

口座振替ならうっかり納め忘れもなく安心

※口座振替日前日までにご入金ください。

　振替日当日に入金されましても間に合いません。

税目および料金 口座振替日

OK!

まかせて！

・上下水道使用料　4 月分
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ゆざわ情報 かわらばん
町でのできごとをお伝えします

委員長 大津孝一さん　　副委員長 関明美さん

　3 月 2 日㊏、湯沢高原布場ゲレンデで開催された

越後湯沢温泉雪まつりにおいて、第 57 代ミス駒子

がお披露目されました。ミス駒子に選ばれた鈴木さ

ん、柳井さん、木下さんには田村町長より認定証の

授与、そして先代である第 56 代ミス駒子の皆さん

よりタスキが引継がれました。

　この度、湯沢町ファミリー健康プラン推進委員会は、公衆

衛生事業功労者として一般財団法人　日本公衆衛生協会会長

表彰の団体の部で受賞しました。表彰式は、2 月 25 日㊊に大

手町サンケイプラザ（東京都千代田区）で行われました。

　公衆衛生事業功労者表彰は、疾病の予防、保健指導、衛生

教育等の公衆衛生業務に関する功績が特に顕著である個人と

団体にされるもので、団体の場合は現に活動を行っていて、

活動歴が 10 年以上ある者が対象となります。

　湯沢町では、平成 15 年度に町民が主体的に「健康づくり」

を推進するため、住民主導で実践する「湯沢町ファミリー健

康プラン」を策定しました。湯沢町ファミリー健康プラン推

進委員会は、計画策定以来 15 年以上、一貫して町民の健康

づくりの実践と実現に貢献していて、現在も精力的に活動し

ています。推進委員会のメンバーには、行政機関や学校の職

員も含まれますが、ほとんどが一般町民となっています。メ

ンバーは、地域の実態把握、分析、計画、実施、評価に主体

的に関与することで地域の健康づくりを自分事としてとらえ、

自らが所属する組織にとどまらず、自分自身の暮らしの中で

計画遂行に取り組んでいます。

越後湯沢温泉雪まつり

第５７代ミス駒子がお披露目されました

湯沢町ファミリー健康プラン推進委員会

公衆衛生事業功労者表彰を受賞しました

鈴
す ず き

木  かおりさん   湯沢町在住 （1986 年 9 月 20 日生まれ）

特技　水泳

趣味　スノーボード、音楽鑑賞

柳
や な い

井  麗
れ い あ

亜さん　   東京都在住（1988年11月14日生まれ）

特技　水泳、ダンス、歌

趣味　読書、編み物、韓国語の勉強

木
きのした

下  ふうかさん　東京都在住（1992 年 7 月 16 日生まれ）

特技　人と楽しむこと、料理

趣味　走ること、着物、油絵鑑賞、茶道、

手紙を書くこと

第57代ミス駒子 プロフィール （写真左から）
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第７回　ＮＧＳ杯 Ｕ -11 フットサル大会

デポルチスタ湯沢ＦＣ　準優勝！
　標記大会が 2 月 23 日・24 日にかけて三条市下田体育館にて

行われました。大会には、県内の 5 年生 13 チーム、長野から 3

チームが集まりました。

　予選リーグを 1 位で通過し、決勝トーナメントに出場。準決

勝では強豪グランセナ新潟を PK 戦で破り会場中が盛り上がりま

した。しかし決勝戦では、気力体力の限界でついて行けず惜し

くも完敗。

　キャプテンの釼持 暉さんは大会の感想について、「2 日間メン

バーが揃わない中、準優勝できると思わなかったのでまた一つ

選手が成長することができた大会になりました」と語りました。

決勝トーナメント　戦績
ベスト ８　　対　ＦＣ山の下アズーリ　　　　　6 ー 2　〇

ベスト ４　　対　グランセナ新潟ジュニア　　　1 ー 1　〇
  　　　　　　　　　　　　　（PK　5 ー 4）

  決勝戦　　　対　ＪＦＣ須坂ジュニア　　　　　0 ー 3　●

優勝  ＪＦＣ須坂ジュニア

準決勝  デポルチスタ湯沢ＦＣ

３位  グランセナ新潟ＦＣ

４位  分水ＦＣＪｒ

アルペンスキー

第 29 回ユニバーシアード

冬季競技大会

 出場 　若月隼太選手（近畿大学２年・浅貝）

 成績 　男子回転　決勝　  ５位入賞

 期日 　3 月 11 日

 会場 　ロシア　クラスノヤルスク

2019　ジュニアオリンピックカップ

全国ジュニアスキー競技会

 出場 　金井渚選手（湯沢学園８年・中子）

 成績 　女子大回転　  10 位入賞

 期日 　３月 29 日

 会場 　長野県　志賀高原ジャイアントスキー場

フリースタイルスキーモーグル

全日本スキー選手権猪苗代大会

フリースタイル競技

 出場 　川村あんり選手（湯沢学園８年・中子）

 成績 　モーグル女子決勝　    　 ３位入賞

　　　　 モーグル女子スーパーファイナル　    ６位入賞

　　　　デュアルモーグル女子決勝　    　 12 位

 会場 　福島県猪苗代町 

   リステルスキーファンタジア

 期日 　３月 16 日、17 日

フリースキースロープスタイル

2019ＦＩＳ公認

尾瀬戸倉フリースキーオープン

 出場 　青木雪生選手（八海高校２年・中子）

 成績 　スキースロープスタイル男子　14 位

 会場 　群馬県片品村　スノーパーク尾瀬戸倉

 期日 　２月 23 日

※学年表記は平成 30 年度時点

スキー大会結果

各種目 で
活躍！
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　湯沢町農業委員会委員の任期満了（平成 31

年 3 月 31 日）に伴い、公募および農業委員会

の評価報告により定数と同数の 9 名の候補者を

選任し、町議会の同意を得て決定しました。

　また、湯沢町農地利用最適化推進委員につい

ては、公募により定数と同数の 2 名の候補者を

選任し、農業委員会の合議により決定しました。

　任期は平成 31 年 4 月 1 日から 3 年間です。

 湯沢町農業委員会委員 

　玉田　義雄（諏　訪）　中村　　正（幅　下）

　南雲　清治（添　名）　田村　　茂（萩　原）

　釼持　隆一（　原　）　原沢　岳志（中　里）

　笛田　京子（芝　原）　腰越　知早（滝ノ又）

　笛田　茂作（滝　沢）

 湯沢町農地利用最適化推進委員 

　南雲　久雄（古野一）　剣持　正美（田　中）

農業委員会委員・農地利用最適化推進委員が決定しました

 平成 31 年度湯沢消防署幹部 

　署長　笛田　道夫　　副署長　原澤　勝　　警防係長　佐藤　和幸　　予防係長　上村　恭一

 問 　湯沢消防署　☎ 784 － 3377

湯沢町消防団幹部・湯沢消防署幹部について

 第１分団（湯沢地区） 　  分団長　岸野　　裕

 第２分団（神立地区） 　  分団長　小林　章一

 第３分団（土樽地区） 　  分団長　髙橋　健一

 第４分団（三俣地区） 　  分団長　池田　光春

 第５分団（三国地区） 　  分団長　神保　昌行

 ラ ッ パ 分 団 　  分団長　田村　　功

 湯沢町消防団本部 

　団　長　鈴木　一芳

　副団長　関　　正基 

　副団長　髙野　晃一

本部長　南雲　徳壱 

分団長　南雲　淳司　 

分団長　田村　雅人

湯沢町消防団長に

鈴木一芳氏が就任

　今年度の湯沢町消防団

編成において、消防団長

を３期６年務められた小

野 塚 一 良 氏 が 勇 退 さ れ、

前副団長の鈴木一芳氏が

消防団長に就任しました。

 問 　湯沢町役場　総務管理課　防災管財係　☎ 784 － 3451

入
会
初
期
費
用
全
額
を
湯
沢
町
が
負
担
し
ま
す

　

湯
沢
町
は
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
入
会
を
希

望
さ
れ
る
町
民
の
入
会
費
用
を
助
成
し
、
町
民
の
婚
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
数
名
の
方
が
会
員
登
録

し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
結
婚
を
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す
る
方
は
、
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ひ

ご
活
用
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だ
さ
い
。

 

申 　

入
会
希
望
者
は
株
式
会
社
ツ
ヴ
ァ
イ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
資
料
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。（
資
料
は
社
名
の
な

い
封
筒
で
送
ら
れ
て
き
ま
す
。）

※
入
会
金
の
全
額
助
成
は
、
湯
沢
町
に
１
年
以
上
住

民
登
録
を
し
て
い
る
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歳
以
上
の
独
身
の
方
が
対

象
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
月
会
費
は
個
人
負

担
と
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す
。（
月
会
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30
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以
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7
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，

6
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0
円
・
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代
5
4
，
0
0
0
円
）

※
入
会
に
あ
た
っ
て
は
、
新
潟
市
ま
た
は
高
崎
市
に

あ
る
店
舗
で
の
説
明
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こ
と
が
必
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と

な
っ
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ま
す
。（
湯
沢
町
は
交
通
費
等
の
助
成
は

行
っ
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お
り
ま
せ
ん
。）
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ツ
ヴ
ァ
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！
）

結
婚
し
た
い
あ
な
た
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！
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コース名 実施期間 曜日 時間帯 備考

小型移動式クレーン

運転技能講習

5 月 7 日～ 10 日
（4 日間のうちの 3 日間）

火～金
講習時間 20 時間

（全科目受講者）
定員　40 名

エクセル体験講座 5 月 11 日 土
午後１時

～ 3 時 50 分

J ｗ＿ CAD 基礎
5 月 14 日～ 6 月 14 日

（全 10 回）
火・金

午後 6 時 30 分

～ 9 時 20 分

職長・安全衛生責任者教育
5 月 16 日、17 日

（2 日間）
木・金 講習時間 14 時間 定員　15 名

フォークリフト運転技能講習
5 月 20 日～ 24 日

（2 日または 4 日間）
月～金

11 時間コース

31 時間コース

定員　10 名

定員　30 名

5 月予定訓練コース受講生を次のとおり募集します。

受講料等詳細についてはお問い合わせください。

  問 　魚沼サンティックスクール

　 　☎ 025 － 772 － 4554　FAX 025 － 778 － 1158

魚沼サンティック
ス ク ー ル

　3 月 17 日新聞折込にて配布したサンティック入校案内の「フルハーネス型安全帯使用作業特別教育」

の定員および受講料の記載に誤りがありました。お詫びして、訂正します。

訂正前　15 名　12,000 円　➡　訂正後　40 名　10,700 円（建災防会員 9,900 円）

※ 申込者が少数の時は、開講できない場合があります。

 問 　環境農林課　788 ー 0291「ゆざわ たばこマナー」を守りましょう

　平成 25 年度より、町で

は「ゆざわ たばこマナー」

に取り組んでいます。

　路上等での喫煙およびポ

イ捨てに対するマナーを徹

底し、健康で安全・快適な

環境を守り、「人にやさし

い観光の町・湯沢」を目指

しましょう。

　たばこを吸う人、吸わな

い人がお互いに理解し合

い、一人ひとりがルールを

守り人や環境にやさしい心

配りをしましょう。
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あおぞらのように大きく爽やかに　秋桜のように凛々しくたくましく

未来の湯沢町を拓く子どもを育む、湯沢学園の情報をお届けします

Yuzawa Gakuen News
湯沢学園ニュース

ご 卒 業 お め で と う ご ざ い ま す
感動の卒業式　小学校

先輩！もう少し一緒に…　中学校

　去る 3月 22 日㊎、湯沢小学校第 72 回卒業証書授与式が行
われました。在校生や家族、地域の方々など、たくさんの人
たちから見守られながら、立派に育った 63 名の卒業生が湯沢
小学校を巣立っていきました。
　6年間の小学校生活を振り返る中で、多くの人たちの支えが
あって今の自分があることに気付いた卒業生たちは、「感謝」
をテーマに卒業までの期間を過ごしてきました。式で歌った合
唱曲「いのちの歌」では、その思いを歌声に込め、お世話になっ
た人たちに届けました。また、式後の学級の時間には、親子で
手紙を渡し合い、それぞれの思いを伝え合いました。卒業生一
人ひとりにとって、忘れられない感動の卒業式となりました。

　中学生として心も体も大きく成長し、立派になった 9年生。
頼りになる存在、一緒に生活して心が温かくなる存在として、
残って欲しいと思ったのは 8年生も 7年生も同じ気持ちだっ
たと思います。
　9年生は小学校5年生の時に小学校の統合、学園創立を迎え、
つねに学園の中核としてこれまでの湯沢学園の活動を牽引し
てきました。その努力は大きな成果となって、たくさんの思
い出となって、一人ひとりの中に存在しています。
　3月 4日㊊には第 59回卒業証書授与式が挙行され、在校生、
職員が別れを惜しむ中、卒業生 58名は晴れやかな表情で 5年
間過ごした学び舎から巣立っていきました。

自分の将来、 湯沢町 ・ 日本の将来　

　3月 7日㊍の午後、7年生の立志式が行われました。これまでの学園で学んだ
湯沢町の魅力や課題などと、自分の将来の夢や目標などを絡めながら発表しまし
た。事前に発表原稿を作成し、練習も行って本番に臨みました。「志を立てること」
にかなり緊張していた生徒がいる一方で、身振り手振りを交えて自分の夢を語っ
たり、大きな声で発表する姿に、この 1年間での学びと成長を感じることので
きる充実した立志式となりました。

感謝の気持ちを込めて合唱（小）

親子で手紙を交換（小）

堂々とした姿勢で卒業証書を受け取る卒業生（中）

次の発表を待つ生徒も

思わず引き込まれています

７年生立志式
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湯沢学園ニュース

関西幕府　おもてなしの変

　3月8日㊎から10日㊐、8年生は修学旅行で「広島・京都」を訪れました。
　1日目は新幹線を乗り継いで広島市に行き、平和公園等を見学しまし
た。2日目は広島市から京都市へ移動し、午後を中心に班別で市内各所
を見学しました。最終日は北野天満宮で学力向上・受験成就をお祈りし
た後、清水寺を見学して、湯沢町に帰ってきました。
　教科書、資料集、テレビ番組に登場する建物や光景を目の当たりにし
て、目をキラキラ輝かせながら見聞を深めた 3日間でした。同時に、朝
から晩まで一緒に過ごすことで、おたがいの友情をさらに深めたり、友だちの良さを実感できたりして、心も一
回り成長できた貴重な時間となりました。

８年生修学旅行

  4 月の学園行事等 …小学校の行事

…中学校の行事

1日㊊
4日㊍

8日㊊

9日㊋

10日㊌

11日㊍

12日㊎

15日㊊
17日㊌
18日㊍
19日㊎

22日㊊

23日㊋

24日㊌

26日㊎

学年始休業（～７日）

新入生事前指導 (午後 )  

学級編成発表（～９日）	

新任式		始業式

給食開始	 	4限放課（2～5年）

入学式前日準備	（6年）

入学式準備 (午後 )

入学式（午前： 	午後： ）

４限放課	 　

交通安全指導	 　あいさつ運動	

音楽朝会	 　給食開始（1年）

FM雪国給食インタビュー	

4限放課（1年） 　

児童生徒会オリエンテーション	

（5～ 9年）

発育測定（1～ 4年）

地区子ども会	 　集団下校	

NRT① (国 ･数 ･英 )

PTA役員会

NRT学力検査（2～6年）	

4限放課（1年） 	NRT② (社 ･理 )

発育測定 (3・4限	5～ 9年	一体他 )

５限放課	

全校朝会	 　部活あり	 	専門委員会

全国学力学習状況調査 (６・９年 )

部活動集会 (７年正式入部 )

部活動保護者会 (夜 ) 	 　

2・4・6年知能検査	 　5限放課	

家庭確認	 　新清掃分担開始

部活動夏時間開始	

家庭確認（放課後）（～５/10㊎）
1年生を迎える会	 　5限放課	

家庭確認	 　知能検査 (7・9年 )

生活朝会	 　5限放課	

家庭確認	 　部活あり	

特編日程	 　後援会総会・PTA総会

学習参観・学年懇談会

千本鳥居の入り口で「ハイ！ポーズ！」

湯沢小学校 各地区リサイクル活動のお知らせ（予告）
　湯沢小学校 PTA では、今年度も湯沢地区、土樽地区、神立地区、三国地区、三俣地区それぞれの地区でリサ

イクル活動を行います。

　今年度も、地域の皆さまのご協力をお願いいたします。

リサイクル活動実施予定日

神立地区：5 月 11 日土　湯沢地区：5 月 18 日土　三俣地区：5 月 25 日土
土樽地区：5 月 26 日日　三国地区：6 月   9 日日

※いずれの地区も回収品目に変更はありません。
※業者が回収する関係で、同じ日に複数の地区で行うことはできませんので、実施日はすべて異なります。
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（
湯
沢
町
総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　

☎
７
８
８ 

・
０
２
９
２

子
ど
も
電
話
相
談

　

▽
湯
沢
町
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
７
８
４ 

・
３
０
３
３　

新
潟
県
い
じ
め
相
談
電
話

　
　

☎
０
２
５
・
５
２
６
・
９
３
７
８

　
　

☎
０
２
５
８
・
３
５
・
３
９
３
０

　
　

☎
０
２
５
４
・
２
６
・
７
５
０
９

新
潟
県
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０
・
７
８
３
・
０
２
５

自
殺
予
防
に
関
す
る
相
談
（
24
時
間
）

　

▽
新
潟
い
の
ち
の
電
話

　
　

☎
０
２
５
・
２
８
８
・
４
３
４
３　

子
ど
も
向
け
の
相
談
電
話
（
24
時
間
）

　

▽
24
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
１
２
０
・ 
０
・ 
７な

や

み

言

８
３
１
０お

う

新
潟
県
い
じ
め
相
談
メ
ー
ル

ijim
e

@
m

a
ilso

u
d

a
n

.o
rg

教
育
・
子
育
て
に
関
す
る

　
　
　

相
談
窓
口
に
つ
い
て

おら

しせ
町から

　

湯
沢
町
で
は
、
教
育
や
子
育
て
に
関
す
る

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
要
望
や
相
談
に
応
え

る
教
育
行
政
の
展
開
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
に
、
教
育
や
子
育
て
な
ど
、
各
種

相
談
窓
口
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

困
り
の
こ
と
や
お
尋
ね
に
な
り
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

教
育
に
関
す
る
相
談

　

▽
湯
沢
町
子
育
て
教
育
部　

教
育
課

　
　

☎
７
８
４ 

・
２
２
１
１

認
定
こ
ど
も
園
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談

　

▽
湯
沢
町
子
育
て
教
育
部  

子
育
て
支
援
課

越
後
湯
沢
駅
東
口
駅
前
広

場
の
運
用
検
討
に
つ
い
て

おら

しせ
町から

　

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
越
後
湯
沢
駅

東
口
広
場
が
駐
車
待
ち
の
車
で
混
雑
し
て
い

て
、
駅
へ
の
送
迎
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
い

と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
代
表
町
内
会
長
や
関
係

機
関
か
ら
な
る
『
越
後
湯
沢
駅
東
口
駅
前
広

場
運
用
検
討
会
議
』
を
設
置
し
、
大
規
模
な

改
修
工
事
を
行
わ
ず
に
今
で
き
る
方
法
は
な

い
か
と
、
対
策
を
考
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

第
1
回
検
討
会
議
で
は
議
論
を
深
め
る
た

め
の
た
た
き
台
と
し
て
『
素
案
（
図
）』
を

示
し
ま
し
た
が
、
提
案
自
体
が
時
期
尚
早
と

の
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
町
と
し
て
は
、

『
素
案
（
図
）』
の
と
お
り
に
改
修
を
進
め
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

会
議
で
配
布
さ
れ
た
資
料
や
議
事
録
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
公
開
し
て
い
き

ま
す
。

・
第
1
回
開
催　
　

2
0
1
9
年
2
月
22
日

・
次
回
開
催
予
定　

2
0
1
9
年
5
月
ご
ろ

・
以
後
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
検
討
会
議
の
内

容
に
よ
り
増
減
し
ま
す
。

 日  ：日時・期間 　　　 場  ：会場 　 

 対  ：対象・定員 　　　 内  ：内容　

 費  ：参加費・入場料 　 持  ：持ち物 

 申  ：申し込み 　　　　 問  ：問い合わせ

インフォメーション

　

運
用
検
討
会
議　

構
成
メ
ン
バ
ー

湯
沢
地
区
代
表
町
内
会
長　

土
樽
地
区
代
表
町
内
会
長　

神
立
地
区
代
表
町
内
会
長　

三
俣
地
区
代
表
町
内
会
長　

三
国
地
区
代
表
町
内
会
長　

湯
沢
町
議
会
議
員　

三
名

越
後
湯
沢
駅
長　
　
　
　
　

ゆ
ざ
わ
魚
沼
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

南
越
後
観
光
バ
ス
株
式
会
社

湯
沢
町
観
光
協
会
長　
　
　

湯
沢
町
ス
キ
ー
場
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

運
行
連
絡
協
議
会

南
魚
沼
市
観
光
協
会
長　
　

湯
沢
町
商
工
会
長　
　
　
　

　

 

問 　

建
設
課　

☎
7
8
4
・
4
8
5
2
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を
原
形
に
復
旧
す
る
工
事

 

費 　

補
助
率
お
よ
び
上
限
額

⑴
補
助
率
は
工
事
費（
消
費
税
除
く
）の

3
分
の
1

⑵
整
備
後
の
農
地
を
認
定
農
業
者
ま
た

は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
記
載
さ
れ
た
担

い
手
が
耕
作
す
る
場
合
は
2
分
の
1

⑶
自
力
施
工
で
行
う
場
合
は
、機
械
借
り

上
げ
、燃
料
費
等
実
費
の
２
分
の
1

⑷
上
限
額
20
万
円
、
千
円
未
満
は
切
り

捨
て

 
申 　

手
続
き
方
法

⑴
工
事
着
手
前
に 

①
業
者
の
見
積
書
、

②
着
手
前
写
真 

を
添
え
て
役
場
環

境
農
林
課
へ
補
助
金
申
請

⑵
役
場
か
ら
交
付
決
定
通
知
が
届
い
た
ら

工
事
に
着
手
。
工
事
完
了
後
に
代
金

支
払
い
。

⑶
工
事
完
了
後
に 

①
業
者
の
領
収
書
・

内
訳
書
、
②
竣
工
写
真 

を
添
え
て
、

実
績
報
告

⑷
後
日
、
指
定
口
座
へ
補
助
金
を
振
り

込
み
ま
す
。

申
請
時
期

随
時
受
付
。
た
だ
し
、
予
算
額
に
達
す

る
ま
で
。

 

問 　

環
境
農
林
課　

農
林
係　

　
　

 

☎
7
8
8 

・
0
2
9
1

水
田
の
簡
易
な
整
備
に

つ
い
て
支
援
し
ま
す

おら

しせ
町から

湯
沢
町
水
田
基
盤
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
助
金
ご
案
内

　

農
業
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
耕
作
を
担
い

手
等
に
お
願
い
し
た
い
が
不
整
形
な
水
田
で

あ
る
の
で
、
受
け
手
が
い
な
い
な
ど
の
理
由

か
ら
、
不
耕
作
地
や
耕
作
放
棄
地
と
な
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

湯
沢
町
は
稲
作
の
継
続
的
な
営
農
を
支
援

す
る
た
め
、
小
規
模
な
不
整
形
水
田
や
農
道

の
整
備
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

 

対 　

対
象
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

⑴
水
田
の
所
有
者
、ま
た
は
耕
作
者
、作

業
受
託
者

（
耕
作
者
や
受
託
者
は
賃
貸
借
や
作

業
委
託
契
約
な
ど
を
文
書
で
締
結
し

て
い
る
場
合
）

⑵
町
税
に
滞
納
が
な
い
者

対
象
工
事

土
地
改
良
区
や
公
共
事
業
で
土
地
改
良

事
業
が
行
わ
れ
て
い
な
い
水
田
で

⑴
水
田
の
整
形（
畦
抜
き
含
む
）、農
道
整

備
、
用
排
水
路
整
備

⑵
災
害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
水
田

成
人
式
実
行
委
員
募
集

募　

　集
町から

　

湯
沢
町
で
は
成
人
式
の
第
2
部
を
新
成
人

の
実
行
委
員
が
企
画
・
立
案
・
運
営
し
、
一

生
に
一
度
し
か
な
い
節
目
の
式
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
度
の
湯
沢
町
成
人

式
実
行
委
員
と
し
て
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
式
典
は
8
月
14
日
㊌
、
公
民
館
を

会
場
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

対 　

平
成
25
年
度
湯
沢
中
学
校
卒
業
生
の
方
。

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４

月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の
湯
沢
町
民
の
方
。

　
　

 

募
集
人
員
…
６
～
8
名
程
度
を
予
定

 

内 　

式
典
第
１
部 

受
付
補
助
、第
2
部
の
企
画
、

運
営
。
記
念
品
の
選
定
。

 

申  

・  

問 　

湯
沢
町
公
民
館　

☎
7
8
4 

・
2
4
6
0　

FAX
7
8
4 

・
3
7
3
7

k
o

u
m

in
k

a
n

@
to

w
n

.

yu
za

w
a

.lg
.jp

ラ
ン
ド
セ
ル
の
寄
付
を

お
願
い
し
ま
す
！

おら

しせ
他団体

　

湯
沢
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、
今
年
度
事

業
と
し
て
、
不
要
に
な
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を

回
収
し
、
公
益
財
団
法
人
J
O
I
C
F
P
を

通
じ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
に
寄
付
を

す
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
不
要
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
寄
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

受
取
は
、
当
部
員
が
直
接
お
伺
い
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

寄
付
い
た
だ
け
る
方
は
、5
月
20
日
㊊
ま
で

に
ご
連
絡
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 

主
催 　

湯
沢
町
商
工
会
青
年
部

 

後
援 　

越
後
湯
沢
温
泉
観
光
協
会

 

問 　

湯
沢
町
商
工
会

　
　

☎
7
8
4 

・
2
5
2
2
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成
事
業

申
請
団
体
を
募
集
し
ま
す

おら

しせ
他団体

２
０
２
０
年
度
赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成

事
業
・
２
０
１
９
年
度
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
助
成
事
業
申
請
団
体
の
募
集

　

湯
沢
町
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
赤
い
羽

根
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
配

分
を
財
源
と
し
、
右
記
の
年
度
に
行
う
地
域

福
祉
活
動
事
業
や
歳
末
に
行
う
地
域
活
動
に

対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
福
祉
活
動
を
推
進

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
福
祉
団
体
、
町

内
会
等
で
希
望
さ
れ
る
団
体
は
申
請
書
を
送

付
い
た
し
ま
す
の
で
湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

対 　

団
体

湯
沢
町
内
で
社
会
福
祉
事
業
を
行
っ
て

い
る
社
会
福
祉
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
福
祉
団
体
、
町
内
会
等

経
費

 

・
地
域
福
祉
を
目
的
と
し
た
福
祉
団
体

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
活
動
費

 

・
町
内
会
等
が
行
う
小
地
域
で
の
福
祉

推
進
の
た
め
の
活
動
費

 

助
成
交
付
時
期 

 

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

開
設

おら

しせ
他団体

　

法
務
局
南
魚
沼
支
局
と
南
魚
沼
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
で
は
、
次
の
こ
と
で
お
困
り
の

方
を
対
象
に
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

 

内 　

①
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
相
続
等
）、

　
　
　

 

親
族
間
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩

　
　
　

 

み
ご
と
な
ど
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

　
　
　

 

起
こ
る
様
々
な
問
題
。

　
　

 

②
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、
外
国

　
　
　

 

人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題
。

 

日 　

5
月
8
日
㊌ 

　
　

 

午
後
１
時
～
４
時

（
受
付
時
間

：

午
後
1
時
～
3
時
）

 

場 　

働
く
婦
人
の
家

  　

   （
南
魚
沼
市
浦
佐
）

 

問 　

新
潟
地
方
法
務
局　

南
魚
沼
支
局

　
　

☎
７
７
２ 

・ 

２
１
６
４

　

 

…
2
0
2
0
年
5
月
頃

 

・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
助
成

　

 

…
2
0
1
9
年
12
月
頃

 

申 　

申
請
方
法
・
提
出
期
日

申
請
書
を
記
入
の
う
え
、
5
月
17
日
㊎

ま
で
に
左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

問 　

湯
沢
町
共
同
募
金
委
員
会　

　
　
（
湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　

 

☎
7
8
4
・ 

4
1
1
1

サ
ル
出
没
注
意

おら

しせ
町から

　

湯
沢
地
区
の
新
幹
線
高
架
下
周
辺
に
ニ
ホ

ン
ザ
ル
1
頭
が
出
没
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

捕
獲
檻
の
設
置
や
追
い
払
い
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
付
近
を
お
通
り
の
際
に
サ
ル
を
見
か

け
た
場
合
は
、
十
分
に
気
を
付
け
て
ご
通
行

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、サ
ル
に
食
べ
物
を
与
え
る
こ
と
（
餌

付
け
）
で
、
サ
ル
が
人
慣
れ
し
、
人
間
と
の

距
離
が
近
く
な
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
人

身
被
害
（
荷
物
を
取
ら
れ
る
、
威
嚇
さ
れ
る
）

や
家
屋
侵
入
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
サ
ル

を
見
か
け
て
も
、
決
し
て
食
べ
物
を
与
え
な

い
で
く
だ
さ
い
。

 

問 　

環
境
農
林
課　

☎
7
8
8 

・
0
2
9
1

今
月
は
有
害
ご
み
収
集
月

おら

しせ
町から

　

４
月
26
日
㊎
は
、
町
内
全
域
で
有
害
ご
み

の
収
集
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
８
月
30
日
㊎
で
す
。

 

注
意 

　

　

平
成
27
年
８
月
よ
り

ボ
タ
ン
型
電
池
、
充
電

式
電
池
も
「
有
害
ご
み
」

と
し
て
回
収
し
て
い
ま

す
。
ア
ル
カ
リ
乾
電
池

な
ど
と
一
緒
に
「
不
燃

ご
み
袋
」
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

 

事
業
系
蛍
光
灯
（
管
）
に
つ
い
て 

　

　

事
業
系
不
燃
袋
に
よ

る
蛍
光
灯
（
管
）
の
収

集
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
事
業
所
よ
り
排
出

さ
れ
る
蛍
光
灯
（
管
）

に
つ
い
て
は
、
各
事
業

所
の
責
任
で
産
業
廃
棄

物
と
し
て
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

問 　

環
境
農
林
課　

環
境
交
通
係

　

   

☎
７
８
８ 

・
０
２
９
１
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 日  ：日時・期間 　 場  ：会場 　 内  ：内容 　 対  ：対象・定員 　 費  ：参加費・入場料 　 持  ：持ち物 　 申  ：申し込み 　 問  ：問い合わせ

坂
戸
山
野
鳥
観
察
会
を

開
催
し
ま
す

イン

ベト
町から

　

坂
戸
山
周
辺
で
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、

坂
戸
山
中
腹
ま
で
歩
き
な
が
ら
野
鳥
を
観
察

し
ま
す
。
野
鳥
に
詳
し
い
講
師
が
同
行
し
て

く
れ
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
も
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

＊
当
日
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
に
は
、「
南
魚

沼
野
鳥
手
帳
」
を
配
付
し
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合

：

小
雨
…
開
催
、
強
雨
…
中
止

 

日 　

５
月
11
日
㊏

　
　

 

午
前
６
時
～
８
時
（
受
付
５
時
40
分
～
）

 

場 　

南
魚
沼
市
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

（
南
魚
沼
市
坂
戸
３
９
９ 

・
１　

銭
淵

公
園
と
な
り
）

 

持 　

双
眼
鏡
（
ご
用
意
し
ま
す
が
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
）、
筆
記
用
具
寒
く
な
い

服
装
で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

 

費 　

無
料

 

申 　

左
記
ま
で
参
加
者
の
代
表
者
の
お
名
前
、

住
所
、
連
絡
先
、
参
加
人
数
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

 

問 　

南
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

環
境
セ
ン
タ
ー

　
　 

☎
７
７
２ 

・
８
１
５
４

　
　

  
n

g
t1

1
1

6
3

0
@

p
ref.n

iig
ata.lg

.jp

２
０
１
９
シ
ン
グ
ル
ズ

パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
募
集

イン

ベト
町から

 

日 　

６
月
2
日
㊐ 

▽
受
付　
　
　
　

午
前
10
時

▽
パ
ー
テ
ィ
ー　

午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
頃

 

場 　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ（
湯
沢
町
）

 

対 　

お
お
む
ね
25
歳
～
50
歳
ま
で
の
独
身

（
定
員　

男
女
と
も
に
30
人
）

※
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
後
日
結
果

　

を
郵
送
し
ま
す

※
当
日
、
男
性
は
上
着
・
ネ
ク
タ
イ
着
用

で
お
願
い
し
ま
す

 

費 　

男
性　

5
，0
0
0
円

　
　

 

女
性　

3
，0
0
0
円

（
軽
食
ラ
ン
チ
代
含
む
）

 

申 　

締
め
切
り　

5
月
8
日
㊌

申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
て
、
左

記
に
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

 

問 　

雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　

 

事
務
局
（
塩
沢
商
工
会
館
内
）

　
　 

☎
７
８
２
・ 

１
６
５
３　

 

　
　 

FAX
７
８
2
・ 

４
０
４
４

＊
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
で
は
、詳
し
い
内
容
を
平
日

放
送
中
。

病
院
運
営
審
議
会　

　
　
　
　
　

委
員
募
集

募　

　集
町から

　

あ
な
た
の
意
見
を
よ
り
良
い
病
院
運
営
に

　

町
立
湯
沢
病
院
（
湯
沢
町
保
健
医
療
セ
ン

タ
ー
）
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
病
院
運
営
審
議

会
」
の
委
員
を
、
次
に
よ
り
公
募
し
ま
す
。

　

病
院
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め

に
も
、
女
性
や
高
齢
者
、
ま
た
若
い
方
か
ら

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

内 　

任　
　

期　

２
０
１
９
年
７
月
１
日
か
ら
２
年
間

会
議
開
催　

年
３
回
を
予
定

 

対 　

応
募
資
格

湯
沢
町
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
の
方

募
集
人
員　

３
～
５
名
（
委
員
定
数
は
８
～
10
名
、

そ
の
う
ち
５
名
は
町
内
会
長
枠
）

 
申 　

応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
、
性
別
、
職
業
、
応
募
し
た
理
由
を

記
載
し
た
書
面
を
添
え
て
、
５
月
13
日

㊊
ま
で
に
健
康
福
祉
部
健
康
増
進
課

（
〒
9
4
9 

・
6
1
0
1　

湯
沢
町
大

字
湯
沢
2
8
7
7
番
地
1
）
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

（
書
式
は
問
い
ま
せ
ん
。）

選
考
方
法

公
募
が
定
員
（
５
名
）
を
超
え
た
場
合

は
選
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
選
考
さ
れ
た
方
は
、議
会
の
承
認
を
得

た
の
ち
、委
員
に
決
定
と
な
り
ま
す
。）

 

問 　

健
康
福
祉
部　

健
康
増
進
課

　
　 

☎
７
８
４ 

・
４
５
６
０

　
　

 

FAX
７
８
４ 

・
４
５
３
６

第
９
回

　

ゆ
ざ
わ
写
真
同
好
者
展

おら

しせ
他団体

　

ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

 

日 　

4
月
28
日
㊐
～
5
月
2
日
㊍

　
　

 

午
前
10
時
～
午
後
5
時 （
最
終
日
４
時
）

 

費 　

入
場
無
料

 

場 　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
み
き

越
後
湯
沢
駅
東
口
徒
歩
1
分
（
信
号
隣
）

で
す
。

 

出
展
者    

新
道
静
香
・
関
口
義
雄
・
並
木
伸
二 

 

問 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
み
き

 　

 　

☎
0
9
0
・
8
5
8
2
・
5
0
6
1
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湯沢カルチャー
センター（スタート・ゴール）

岩原橋

滝ノ又橋

関越自動車道

魚野川

大源太川 ★

　湯沢町健康づくり計画（ファミリー健康プラン）推進のため、標記プロジェクトが立ち上がりました。健康づ

くりにつながる運動「ウォーキング」を通して、湯沢町に多い生活習慣病や転倒骨折を予防します。さらに多く

の人が外に出掛けることで、人との出会いや子どもたちの見守りなどコミュニティのつながりを強める地域づく

りも目指していきます。今年度は、広報で毎回ウォーキングに関するコーナーを掲載していきます。ぜひ参考に

しながら、一緒に取り組んでみましょう。

距離／約 7.5 ㎞　｜　歩行時間／約 2時間 20 分　｜　カロリー約 360㎉　｜　おにぎり／約 2.2 個分

桜を見ながら歩くコース
　湯沢カルチャーセンターから滝ノ又橋まで、中央公園、大源太
川沿いに続く桜を楽しめる平坦なコース。途中の岩原橋、奥添地
橋で折り返せば、4㎞、6㎞と自分の体力に合わせて歩けます。

この季節

おすすめ ウォーキングコース
４月 21 日㊐

桜ウォーク開催

　「ウォーキングを広め、地域づくりにつなげる」プロジェクトがスタートしました！

※桜ウォークの詳細は 13 ページをご覧ください。

　　　始めよう！ ウォーキング！！

奥添地橋
ビューポイント

「ウォーキングを広め、地域づくりにつなげる」プロジェクト

さあ、

 問 　健康増進課　☎ 784 － 3149　　NPO 法人ユースポ！　☎ 785 － 2123

 

公
売
物
件 

   

湯
沢
町
湯
沢
三
丁
目
6
番
地
9
土
地
・
建
物

　
（
保
養
所
）

土
地
…
地
積
2
，6
6
0
．1
9
㎡
（
宅
地
）

建
物
…
総
床
面
積
3
，1
0
6
．1
8
㎡

　
　
　
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
4
階
建
）

 

見
積
価
額 　

1
5
，5
0
0
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
　

※
価
格
を
見
直
し
ま
し
た
。

 

参
加
申
込 　

4
月
8
日
㊊ 

午
後
1
時
～

　
　
　
　
　
　

4
月
23
日
㊋ 

午
後
11
時
ま
で

 

入
札
期
間 　

5
月
7
日
㊋ 

午
後
1
時
～

　
　
　
　
　
　

5
月
14
日
㊋ 

午
後
1
時
ま
で

 
売
却
決
定 　

5
月
21
日
㊋ 

午
後
2
時
30
分

 

代
金
納
付 　

5
月
21
日
㊋ 

午
後
2
時
30
分

　
　
　
　
　
　

ま
で

 

問 　

税
務
町
民
部  
税
務
課  

収
納
係

　

 　

☎
7
8
4
・ 

3
4
5
2

【
再
公
売
】差
し
押
さ
え
た
不
動
産

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
実
施

おら

しせ
町から

　

町
で
は
、
滞
納
町
税
を
徴
収
す
る
た
め
、

差
し
押
え
た
不
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
を
実
施
し
ま
す
。
公
売
に
参
加
す
る
方
は
、

公
売
公
告
（
町
役
場
正
面
玄
関
掲
示
板
）
ま

た
は
湯
沢
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
売
物
件

の
現
況
や
関
係
公
簿
等
を
確
認
し
た
う
え
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

公
売
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
参

加
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
湯
沢
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
びY

ah
o

o
!

官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
（h

ttp
s://ko

u
b

a
i.a

u
ctio

n
s.

ya
h

o
o

.co
.jp

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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「
サ
ク
ラ
サ
ク
」
孫
の
電
話
に
喜
び
て
バ
ン
ザ
イ
せ
り
や
姿
見
え
ず
も

迫
力
の
あ
る
友
か
ら
の
絵
手
紙
に
元
気
と
希
望
わ
き
出
で
る
な
り

剱
持
　
政
子

花
冷
え
と
人
は
言
う
な
り
美
し
き
日
本
の
言こ

と
の
葉は

誰た

が
う
み
だ
し
や

子
等
の
脊
に
ラ
ン
ド
セ
ル
踊
り
声
弾
む
雪
深
き
地
の
春
輝か

が
やき
て

鈴
木
ス
ミ
子

早
春
の
光
直た

だ
差さ

す
授
々
の
上
に
広
が
る
青
空
果
て
な
く
深
し

雪
の
間
に
は
や
出
で
お
り
し
蕗ふ

き
の
薹と
う
今
年
初
な
る
春
の
香
り
す

関
　
き
よ
み

春
雨
に
し
っ
と
り
濡
れ
し
石
畳
み
響
く
足
音
軽か

ろ
や
か
な
れ
り

坂
井
　
亮
子

リ
フ
ト
よ
り
降
り
眺
む
れ
ば
四
方
八
方
連
な
る
山
は
深
く
雪
積
む

大
源
太
は
お
ひ
な
さ
ま
似
と
感
じ
て
た
幼
き
頃
を
思
い
巡
ら
す

高
橋
　
和
枝

朝
も
や
の
し
ば
し
と
ぎ
れ
し
合
間
よ
り
日
ご
と
色
増
す
雪
山
の
影

故ふ
る
さ
と郷
の
友
よ
り
の
菓
子
手
に
し
つ
つ
共
に
す
ご
せ
し
幼
な
日
想
う

南
雲
　
圭
子

大
雪
と
身
構
え
し
此
の
雪
も
弥
生
に
入
り
て
寒
さ
が
緩
む

ち
ち
の
み
の
父
も
踏
ま
ざ
る
米
寿
超
し
卒
寿
と
な
り
て
一ひ

と
と
せ年
を
す
ぐ

南
雲
　
武
貞

　

両
山
短
歌
会
　
四
月
詠
草

冴
え
る
月
白
一
色
を
照
ら
す
冬
の
景

木
漏
れ
日
や
せ
せ
ら
ぎ
優
し
く
春
を
待
つ

岩
舘
　
忠
治

か
ぜ
寒
し
遅ち

ち々

と
も
ど
か
し
峡か
い
の
春

の
っ
そ
り
と
鯉
も
池
か
ら
春
覗
く

泉
　
　
昭
一

角
と
れ
て
丸
み
の
岸
や
春
の
川

待
つ
者
へ
さ
ゝ
や
か
に
笑
み
春
時
雨

菜
　
花

裏
山
に
歓
声
あ
り
て
雪
ま
ろ
げ

山
白
き
こ
こ
ろ
う
れ
し
や
春
時
雨

め
ぐ
み

遠
慮
せ
ず
休
館
中
も
雪
積
も
る

開
店
へ
春
の
時
雨
も
な
ろ
び
け
り

　
津

外と
つ
く
に国
の
観
光
客
の
行ゆ
き
き来
す
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
ゆ
ざ
わ
銀
座
に

関
　  

ム
ツ

ら
ん
抱
え
雪
国
行
き
の
列
車
待
つ
二
十
年
前
の
吾
か
も
知
れ
ず

く
み

老
々
が
集
え
ば
話
題
お
の
ず
か
ら
病
と
薬
の
披ひ
れ
き歴
に
終
わ
る

泉
　
　
昭
一

ど
ん
ど
火
や
ス
ル
メ
く
る
り
と
竿
の
先

く
み

凍
て
る
夜
産
声
上
げ
し
孫
二
十
歳

小
京
都
が
ん
木
漏
ら
し
て
春
時
雨

音
　
希

持
て
余
す
雪
を
手
に
取
る
異
国
の
子

春
時
雨
カ
サ
の
出
番
は
ま
だ
先
か

派
手
男

宿
の
朝
一
夜
の
し
ず
く
氷
柱
な
り

春
時
雨
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
き
ら
め
い
て

陽よ
う

　
舟
し
ゅ
う

　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ゆ
ざ
わ
　
俳
句

 

句
会
　
紅
山
桜
　
春は

る
し
ぐ
れ

時
雨
　
当
季
雑
詠

四
季
を
詠
む

　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ゆ
ざ
わ
　
短
歌
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NPO 法人 ユースポ！ 
〒949ー 6102　湯沢町神立628ー 1　湯沢カルチャーセンター内

●☎ 785ー 2123 　FAX 785ー 6911　●受付時間　平日9：00～ 18：30
●メール　info@youspo.net　　●ホームページ　http://www.youspo.net

４ ユ月 の ー ポス 　！

http://www.youspo.net

ユースポ！ＷＥＢ

お気に入り登録！

ユースポ！のパーソナルレッスン　～完全予約制～

「本気で痩せたい！」　　　　　「特別なレッスンをして欲しい！」

「健康診断の結果が・・・何か始めたい！」　　　　「みんなと一緒は恥ずかしい・・・」

お悩みや目的に応じてユースポ！のインストラクターがマンツーマンでお手伝いします！

○料　金：１時間　マンツーマン  5,000 円　　２名  8,000 円　　３名  10,000 円

○予　約：ユースポ！窓口またはお電話にて、ご希望レッスン（または目的・お悩み）をお知らせください。

　担当するインストラクターと日時の調整、レッスン内容等の確認をさせていただき、予約完了となります。

おやこで GENKI 教室・ジュニア合同トレーニングは

5 月から毎月 1 回開催します！
広報ゆざわ 4 月 28 日号にて 5 月のイベント詳細掲載♪

　4月21日㊐桜ウォーキング開催！！

　中央公園の花々や岩原桜を楽しみながらウォーキング・ノ

ルディックウォーキング・サイクリングを楽しみましょう♪

ゴールでは美味しいトン汁・焼きそばが待ってますよ～。

　詳細は広報の 13 ページをご覧ください。

たまにはみんなでウォーキング＆
ノルディックウォーキング

　花まつりにあわせ、

いろいろなスポーツを体験できます！

　長い冬の間に身体がなまっていませんか？ 卓球・バドミ

ントン等ご自由にお楽しみください。

日  4 月 29 日㊗・㊐　10：30 ～ 14：30　

　  卓球・バドミントン・スポレック他　

場 湯沢カルチャーセンター　アリーナ

対 誰でも参加可能！　

費 ユースポ！会　員 無料

　　　　　  　非会員 100 円

申 お申し込みの必要はありま

せん。当日直接会場にお越

しください。

フリースポーツデイ＠花まつり

２０１９年度会員募集中！！

日  ：日時・期間　場  ：会場　対  ：対象・定員　費  ：参加費　持  ：持ち物　服 ：服装　申：申し込み  広報ゆざわ　H31. 4. 14 28



５月スタートの教室

ニコニコスポーツ教室

わんこ

  対象 　
　小学１～３年（４年生以上要相談）
 　 ▽毎週火曜　16：10 ～ 17：10

　神経回路が最も発達するゴールデンエイジを対象に遊びながら

楽しく身体を動かします。からだが動くとこころもはずむ！お友

達もたくさんできるかも！（秋期 9 月～ 11 月開催予定）

ニコニコスポーツ教室

ひよこ

  対象 　
　保育園・幼稚園年長
　 ▽毎週火曜　17：15 ～ 18：15

ニコニコスポーツ教室

おやこ

  対象 　
　保育園・幼稚園年中・年少と保護者
　 ▽毎週火曜　18：20 ～ 19：20

  期間 　5/7 ～ 7/16（6/4 は休み）

　　　    春期（全 10 回）

  定員 　各 20 名（おやこは 20 組）

  会場 　湯沢カルチャーセンター

  費用 　会　員：5，500 円

　　　    非会員：8，800 円

ヒップホップＡ

  対象 　
　保育園・幼稚園年小～小学１年生
 　 ▽毎週金曜　１６：３０～１７：３０

　ダンスに必要な柔軟性を養うためにマット運動等も取り入れた

基本レッスンです。イベントへの出演を目指します。

ヒップホップＢ

  対象 　
　小学２～ 3 年生
　 ▽毎週金曜　１７：３５～１８：３５   期間 　5/10 ～ 7/26（7/19 は休み）

　　　　第 1 期（全 11 回）　

  定員 　各 20 名

  会場 　湯沢カルチャーセンター

  費用 　会　員：6，000 円

　　　    非会員：9，600 円

ジュニア水泳教室　中・上級

 対　象 　

　小学３～６年生の

　中・上級者

　※ユースポ！の会員登録

　が必要です。

 内　容 　

　年間で継続した水泳教室です。泳力強化・体力

増進を目指します。

 定　員 　２０名

 期　間 　5/9 ～ 7/18、9/5 ～ 10/17（全 18 回）

 時　間 　毎週木曜日 16：30 ～ 18：00

 会　場 　湯沢学園室内プール

 参加料 　10，000 円

ジュニアテニス教室

  対　象 　

　小学１～６年生

※ユースポ！の会員登録

　が必要です。

 内　容 　

　基本を大切に、わかりやすいレッスンです。

　初心者も大歓迎！

 定　員 　２０名

 期　間 　5/10 ～ 10/25

 時　間 　第２・４金曜　19：00 ～ 20：30

 会　場 　中央公園テニスコート

 参加料 　全６か月：5，500 円
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ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

3
月
13
日

 

田
村　

 

哲
也
さ
ん
（
戸　

沢
）

（
鈴
木
）　
麻
理
さ
ん
（
南
魚
沼
市
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

2
月
24
日

 

松
本　
桜さ

わ和
さ
ん

（
中　

子
、
宣
機
さ
ん
・
佳
奈
絵
さ
ん
）

3
月
10
日

 

笛
田　
小こ

は
る晴

さ
ん

（
上　

中
、
直
宏
さ
ん
・
英
里
香
さ
ん
）

広
報
ゆ
ざ
わ

■
発
行
・
編
集
／
湯
沢
町
役
場
総
務
部
　
〒

９４９－６１９２　
新

潟
県

南
魚

沼
郡

湯
沢

町
大

字
神

立
３００

番
地

　
　

　
☎
０２５

-７８４
-３４５１　

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ア
ド
レ

ス
    http://www.town.yuzawa.lg.jp/

広
報
ゆ
ざ
わ
の
音
声
訳
Ｃ
Ｄ
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

ご
希
望
の
方
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
。 

℡
７
８
４
・
４
１
１
１

　

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
！ 

ま
た
１

年
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
さ
て

今
回
は
０
歳
児
の
ご
両
親
に
お
子
様
と

湯
沢
町
の
希
望
あ
ふ
れ
る
未
来
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
人
口
を
維
持

す
る
こ
と
も
行
政
運
営
に
と
っ
て
非
常

に
大
切
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る

こ
の
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
の
町

を
誇
れ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
町
民
一

体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切

だ
と
感
じ
た
特
集
で
し
た
。
お
子
様
が

誕
生
す
る
こ
と
は
本
当
に
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。
今
回
ご
協
力
い
た
だ
い
た
３

名
の
お
子
様
以
外
に
も
湯
沢
町
で
誕
生

し
た
命
を
祝
福
し
た
い
。
そ
ん
な
思
い

で
編
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
F

　
編
　
集
　
後
　
記

※
3
月
19
日
ま
で
の
届
け
出
分
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

3
月
8
日

髙
橋　

喜
一
さ
ん
（
上
熊
野
、
86
歳
）

５月２日㊍　一部窓口開設について

 問 　町民課　☎ 784 ー 3453　　税務課　☎ 784 ー 3452

 開設部署 　役場１階　町民課 および 税務課

 開設日時 　５月２日㊍・㊗  午前８時 30 分～午後５時 15 分 まで

町民課
①各種証明書発行  ②マイナンバーカード交付

③住所異動に関する手続き（転入、転出、転居など）

④戸籍に関する手続き  （出生、死亡、婚姻など）

税務課 

①各種証明書発行

②町税等の納付

※広域交付住民票等、一部取り扱えない手続きもあります。また、

少人数での対応となるため、手続きにお時間がかかる場合があり

ますので、あらかじめご了承ください。

取扱業務

　町では、5 月 2 日㊍・㊗に休日窓口を開設し、各種証明書の発行

や町税の納付などの手続きを受け付けます。

受
付
終
了
の
お
知
ら
せ

　

4
月
24
日
㊌
開
催
の
新
潟
県
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
会
の
申
し
込
み
受
付
は
、
定
員
に
達
し
た
た
め
終

了
し
ま
し
た
。
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